アルブレヒト・デューラーの芸術 : 木版画連作《黙示録》(1498年)と油彩画《四人の使途》(1526年) by 青山 愛香
はじめに
アルブレヒト・デューラーは自身で記した未完の『絵画論 Das Lehrbuch der
Malerei』の草稿「画学生の糧」の中で次のように述べている。「絵画によって
キリストの受難は示されるのであり、それは教会に奉仕することになる」1)と。












されたと言われる記述である。H. Rupprich, Schriftlicher Nachlass, Bd. II, 1966, p. 109, 下


















歴に出かけた。4) そして帰郷後間もなくの 1494 年の秋に、かの有名な第一次イ
タリア旅行へと出発したのである。デューラーの傑作木版画連作《黙示録》は、
19 歳から 24 歳頃にかけて諸国を経巡って修行をしたデューラーが故郷ニュル
ンベルクに落ち着き、画家・版画家として本格的な活動に入って間もなくの頃
に着手された作品である。






E. Rücker, Hartmann Schedels Weltchronik, München 1988, p. 18.
4）デューラーの遍歴時代の滞在先は文書には残されていないが、遍歴前半の 1490-91
年にはネーデルラントに赴いた可能性があり、その後はバーゼルを中心とした上流ラ
イン地方で木版挿絵の下絵師として主に活躍した。拙稿 A. Aoyama, Ein bisher unbekan-
ntes Vorbild für Dürers Thronender Greis und kniender Jüngling. Zum Entstehungsprozess der
Werke Dürers aus den Wanderjahren, in: Anzeiger des Germanischen National Museums,




と同じ判型であり、挿絵は当時の紙の最大の寸法であるボーゲン（全紙 64 × 48,
5cm）の約半分のサイズである。














み、懲罰の女神《ネメシス》（B. 77）（図 1）8) や、《岐路に立つヘラクレス》








美術館紀要』第 3 号　1999 年 pp. 3-18; G. Bartrum, German Renaissance Prints 1470-
1550, Exh. cat. British Museum, London 1995; Albrecht Dürer and his Legacy. The Graphic
Work of Renaissance Artist. Exh. cat. The British Museum, London 2002; F. Carey, The
Apocalypse and the Shape of Things to Come, Exh. cat. British Museum, London 1999.




「アルブレヒト・デューラー版画・素描展 ─ 宗教・肖像・自然 ─」国立西洋美術館
展覧会カタログ 2010年　Nr. 151を参照（以下アルブレヒト・デューラー版画・素描
展　2010年と略記）。



























10）油彩画、52, 0× 41, 0cm、1498年、板絵。
11）越宏一「中世の黙示録写本 その挿絵の造形原理」Apocalypse from Dürer to Redon, 東




12）L. R. Ciavaldini, Imaginaires de l’Apocalypse, 2007, pp. 227-228.
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イツ語訳で出版する以前、1460 年後半から実に 18 点のドイツ語訳の挿絵入り
聖書が「活版印刷」という手段で出版されていた。15)これはグーテンベルクに
よるラテン語版『四十二行聖書』が 1455 年に出版されてからほぼ 10 年を経た
時期にあたる。デューラーもまた、ドイツ語挿絵入り黙示録の作成という当時
最先端事業の試みに無限の可能性を感じたことであろう。
13）Le beau Martin. Gravures et dessins de Martin Schongauer (Exh. cat.), Colmar 1991, Kat. Nr.
G103 エングレーヴィング、160 × 113cm。ショーンガウアーの一枚刷り銅版画では、
パトモス島のヨハネが黙示録の聖母を空中に見ている。




彩画の影響が指摘されている（R. Schoch/ M. Mende/ A. Scherbaum, Dürer. Das druck-
graphische Werk, Bd. II, Nr. 114, München/ Berlin/ London/ New York 2002, pp. 74-76）。


























16）前川誠郎　『A. デューラー〈黙示録〉』（解説：前川誠郎）新潮社　1992年 p. 6 を
参照。
17）版木本については Blockbücher des Mittelalters, hrsg. von Gutenberg-Gesellschaft und
















『ケルン聖書』は 13 世紀の英仏黙示録写本の図像を引き継ぐが、100 場面以上
ある手本から、9 枚の挿絵に 23 場面へと圧縮されて描かれている。デューラ
18）『ケルン聖書』と 13 世紀英仏黙示録の関連に関する文献は W. Neuss, Die ikono-
graphischen Wurzeln von Dürers Apokalypse, in: Volkstum und Kulturpolitik, hrsg. von H.
Konen/ J. P. Steffes, Köln 1932, pp. 185ff.を参照。
19）例えば 1265-70 年にかけて作られたドゥースの黙示録（Oxford, Bodleian Library MS.
MS. Douce 180）は 97 枚の挿絵がある（本来 103 枚あったが６枚は失われた）。A. G.
and W. O. Harsall, The Douce Apocalypse, London 1961; P. Klein, Endzeiterwartung und
Ritterideologie, Graz 1983; N. Morgan, The Douce Apocalypse. Picturing the end of the world in
the Middle Ages, Oxford 2007 を参照。
20）E. Panofsky, The art of Albrecht Dürer, 1955, p. 52. アーウィン・パノフスキー『アルブ
レヒト・デューラー』中森義宗／清水忠訳　日貿出版　1984年　p. 51。





物の誕生　写本から印刷へ　The Invention of Books. An Exhibition of Manuscripts and





















士」（Ms. Douce180, fol. 19v）（図 13）ならびに「第三の騎士」（Ms. Douce 180.
Fol. 20r）（図 14）の二枚の挿絵の画面左には、いずれも幻視者ヨハネが彼自身
22）変更点は『ケルン聖書』の画面右下に描かれた第二の獣に登場する「二人の兵士に
よる殺害」の図像（図 10）を省略した点にある。この図像は 13 世紀のパリ写本（パ
リ、国立図書館、Ms. 403, fol. 25）に見られ、『ケルン聖書』と英仏黙示録写本とのつ
ながりを示している。デューラーはこの二人の兵士は省略して、さらにこの両画面の















































つけた。前半の七枚に関しては、第 1 図《七つの燭台を見るヨハネ》（B. 62）
（図 19）以降、第 2 図《神の玉座を囲む 24 人の長老》（B. 63）（図 20）で小休
止をもうけた後、一挙に第 3図《四人の騎士》（B. 64）（図 21）、第 4図《第五、
第六の封印を切る》（B. 65）（図 22）と二場面続けて劇的な懲罰の場面が描か
れる。この二枚の後、第 5 図《風を止める四位の天使》（B. 66）（図 23）で再




以降、第 9 図《太陽の女と七頭の竜》（B. 71）（図 27）、第 11 図《海から登る
獣と子羊の角を持つ獣》（B. 74）（図 29）、第 13 図《バビロンの淫婦》（B. 73）
（図 31）と三場面続けて画面右下に多頭の怪物が配される類似した構図が描か
れるが、いずれも間に第 10 図《大天使ミカエルと竜の戦い》（図 28）、そして
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図 20 神の玉座を囲む 24 人の長老
1496 年頃制作
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図 42 デューラー　四人の使徒　油彩画　ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク 1526 年
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図 43 デューラー　四人の使徒　銘文（左幅）
図 44 デューラー 四人の使徒　銘文（右幅）

